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1韓国地質調査所1

1海洋地質部の発足1

林昇一郎

1969年9月1目付にて韓国の地質調査所に海洋地質部

が正式に発足いたしました.原子力･宇宙と扱らんで

海洋開発カミ世界各国において具体的活動段階に入って裏

いり酉ドイツにおいてはすでに連邦地質調査所の申に

海洋地質課がおかれています今回韓国に海洋地質部

淋発足したことほアジア諸團の申では黒い方の例では

ないかとみられますのでここに参考凄でにご紹介いた

します.
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韓国の国立地質調査所の活動由機構などの概要につい

てはすでに本誌m号(工969年δ月鮒～29ぺ一ジ)に

馬場健三氏によって紹介慈れて為り婁す,

現在の地質調査所の庁舎は東京駅風の建築であるソ

ウノレ中央験の南方約五､駄雌の便利のよい所にあります.

ここは以前の工場の敷地1建物にある主庁舎(第1図)

と南北の国道をはきんで東側だある建物(第五回)か

らなっています.海洋地質部はこの別棟の三階に開設

されました,なお2階は繭工部紀属する国立鉱業研

究所(所長玄源逢氏)の事務所になってい蜜す申

土庁舎は京釜線の土手の東に接して構内があり列

車の往来のほげしい所です｡蜜たお隣りには韓国ロ

ッテのチュｰインガムの工場もありその香もただよ'う

というような所で近い将来に総合庁舎が財団法人韓

国科学技術研究所(所長穫亨鐙博士Ko工ea亙坤i鮒e

ofS幽nce狐dT亀｡h賢｡logy略称KIST)の近くに建設

されるように伺い凄じ淀,

◎在鰯8本国交使館

ゾヴル駄

目i触1

地鯛繍銃奮

璽麹醐1醐籾津蝸部

竜山歌

蒙凧光線111徽

第1図韓国地質調査所位蟹閏

金鐘線海洋地質部凝織か�



一49一

策!表韓国地質調養所の組織概要

国平地質調査所(所㌔奮｡｡､島｡艦鴛)

≡一庶務課

一地質部(Gene燗互Ge◎i◎駆)厳桐鏑

1Ui㎜So囎貫｡

地質科

図幅科

鉱床科

鉱物科

一探鉱鶏(臥曲獺重三⑰蘂)金㎞跳

K1㎝Woぺ｡

物探科

地化学科

一海洋地質都(M盆由蓬Ge⑪里⑪鮒)

海洋探養科(12名)

海洋地質科(10名)

韓国地質調査所の現在に潟ける重点事業としては

1沿海資源調査(黄海における石油1天然ガスの開発)

2広域鉱床調査(江原遣英陽の玄武岩申の銅鉱床の開発など)

3図幅調査(5万分の王図幅はすで1こ4脇完成している)

4放射能資源調査(貝韓合同調査が1969年の夏に実施された)

5年代決定(ジルロンを用いてのPb一α法による決定がなさ

れている)

地澱銅壷砺構内と列車

海洋探査科(M航血eE型1orati㎝)科長具滋学氏は

原子力研究所を経て物探科に移り地震探鉱などの研

修に1968年目本にもこられましだ.1969年轡月米国

の留学から帰られ花所です.五2名で発足しました.

海洋地質科(晩中eGeo1ogy)は科長I全南長氏以

下王0名で発足しました.

上記の調査業務はすでに探鉱部物探科の職員を主にし

て国連の活動などとあいまって行なわれて来たもので

すか今回箆課をもうけ専任の職員をもって実施される

こととなったわげです.今後の発展か期待されます.

(撃者は動燃事業団資源部調査役元鉱床部)

このような情況下のもとに海洋地質部は発足した､

当面の主要業務はつぎのものがあげられる畠

1｡黄海における石油1天然ガスの探査ならびに開発,ζれ

についてはすでにGulf看滴会社との共同調査など秘実施

されています.

2.黄海の大陸棚地域における婁砂の開発その申にはそナス

石･ジルコい砂金･砂鉄など撚含まれています.一

また専用の調査船を持つζとが計画されています.

初代部長金鍾沫氏(Ki狐Cb0㎎S双)ほソウル大学

出身地質調査所で遁年間物理探査を専門とされ物探

斜長を歴任エ965年n月東京での冠CA肥会議に出席

日本の関係静ぽはおなじみの多い方です.

鱗鱈の通貨と切符�


